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Abstract Altitude of habit at and its seasonal change in three Pieris butterflies, P. rapae, P. melete 
and P. napi were investigated. The results might suggest the possible existence of two distinct eco- 
logic subsets, a lowland type and a montane type, especially in melete. In addition, interspecific 
competition for habitat could exist between the three species. 
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は じ め に 





これ まで , 異な る 緯度 に お ける 光 周 性 や 気温 の 変化 に 伴う 昆虫 の 生態 の 違い に つい て は , 1 
ze (Danilevskii, 1961; 正木 , 1974) が ある が , その 緯度 の 変化 の 影響 と 類似 性 を も つつ 棲息 標高 の 変化 に 

連 す る 蝶 の 生態 に つい て の 報告 は 多く な い (高橋 , 1968: 富岡 , 1974: 長谷 川 , 1975: 倉地 , 1992). 3 Jas 
以前 か ら こ の 点 に 興味 を 覚 ん え . これ まで に も いく つか の 報告 を し て きた (西海 , 20032, b, c, d). 


一 方 筆者 は 東京 都 区 部 に お ける モン シロ チョ ウ P ア .7gpge (以下 モン シロ ) と スジ グロ シロ チョ ウ ア . 
melete (以下 スジ グロ ) の 種 間 競争 に つい て 報告 し (西海 , 1997, 1999), その 後 1999 年 に エゾ スジ グロ ン シ 
OF aY P. napi (以下 エゾ スジ ) を 東京 都 の 平地 で 採集 する に お よび (西海 ,2001 の , エゾ スジ の 東京 都 
に お ける 分 布 を 文献 か ら 調べ , 東京 都 で は 西部 の 山地 の み で な く , 春 は 平地 (標高 200 a m) で も 見 ら 
れる こと を 示し た (西海 , 2000z, の . また エゾ スジ の 過去 の 観察 記録 を 集め , 日 本 各地 に お ける エゾ スジ 
の 生 忠 標高 の 周年 経過 を 調べ その 機 育 に つい て 論じ た (西海 , 2001 の . ZOR, エゾ スジ は 春 に は 低 
地 の み で 見 られ , BK 高地 で の み 観 察 き され る 場合 (東京 都 や 栃木 県 ), 筆者 は それ が 麓 か ら の 移動 に 
よる も の で ある か の ご と くに PULIS, し か し 春 か ら や や 高 標高 地 で 活動 する 場合 (富山 県 や 北海 道 ) や 
平地 で の 夏季 没 姿 が 明らか で な い 地 方 (栃木 県 ) が ある こ と も 同時 に 記し た . 


と ころ で , 筆者 は 2002 年 に 山梨 県 の 帯 那 山 を 訪れ た 際 , この 山 で は 前 記 の Pieris EO 3 種 が 同 所 的 に 
棲 鳥 し て いる こと を 見 出し , また この 山 が 警 の 標高 390m か ら 頂 上 の 1.440 m 近 くま で 車 で アプ ロー チ 
で きる こと が 分 か っ た . そこ で 今回 は それ ら 3 種 の 生息 標高 と その 周年 経過 な ら び に 種 間 関 係 に つき , 
当地 で の 年 間 を 通し た 観察 結果 を 踏ま えて , これ まで 筆者 が 経験 し た 同じ 山梨 県 武川 村 の 低 山 地 ( 標 
高 600 m) で の 成績 (西海 , 2003e) と 比較 し つつ , その 意味 に つい て 論じ た い . 























方 d 
1 調査 地 (Fig.D 


山梨 県 山梨 市 の 薄 那 山 で Pae P 380 m; Fig. 2) か ら 山 頂 (標高 1.440 m; Fig. 3) 近く まで 舗装 道路 が 
通じ て いる . その 道路 の 両側 に 高 850 m の 切 差 (きっ さ つ ) と いう 集落 に 至る まで 人 家 が 点 在 し , 
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その まわ り に は キャ ベツ や ダイ コン な ど 種 々 の 野菜 が 栽培 され る 畑 が と り 囲 ん で いる . この 標高 850 m 
か ら 上 の 地 に は 人 家 は な く , 畑 も 皆無 と な っ て いる . Figs. 1 に 今回 車 で まわ っ た 採集 地 の 地 理 と 標高 
を 示す . 


2 調査 日 時 , 調査 期間 お よび 調査 時 間 薄 
2004 年 4 月 10 日 か ら 同 年 10 月 10 日 まで , 週末 に 約 3 週間 お き に 9 回 , 朝 8 時 30 分 頃 か ら 観 察 ・ 採 集 
を 開始 し , 12 時 前 後に 頂上 近く (標高 1.400 m) に 到着 する よう に し , その 後山 頂 (0,440 m) や 頂上 近く 
の 尾根 道 な ど で 約 1 時 間 を 過ごし た 後 , XE 0 E f] BE T o7. 午後 は 午前 中 に まわ っ た 採集 地 の う 
bT, 特に 時 間 淀 や 天候 の 影響 の た め Pieris 属 3 種 の 何れ も が 観察 され な か っ た 場所 に より 多く の 時 
間 を か け な が ら 再 度 訪 れ て デー タ を 補充 し た . な お 運転 中 に Perjs 属 と 思わ れる 蝶 が 視界 に 入っ た 場 
合 に は , 車 を 降り 可能 な 限り 採集 し た . 


3 種 の 同定 


スジ グロ と エゾ スジ の 分 別 で 肉眼 的 形態 差 だ け か ら で は 不確か な も の は , 筆者 が 以前 報告 し た ご と く 
AE ME (西海 , 2000a) また は 普通 鱗 (西海 , 20005) の 形態 差 か ら 判 定 し た . 
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Fig. 2. Habitat of Pieris rapae and P. melete in the spring at the foot of Mt Obina (380 m alt.) 
Fig.3. Habitat in the summer around the summit of Mt Obina. 
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Table 1. The conditions for observation of Pieris butterflies on each day (the initiating time, cli- 
mate, and temperatures at the foot and the hilltop). 





Temperature (^C) 











Dat Ti limat 
Mii MM punai 380 m alt. (at start) 1,440 m alt. (hilltop) 

2004-IV-10 9: 30 fine 35 14 
2004-V-1 8:50 fair 21 16 
2004-V-22 8: 15 cloudy, rain later 23 19 
2004-VI-5 8: 00 fine | 27 19 
2004-VI-18 8: 15 fair | 24 22 
2004-VII-3 8:00 fine 26 26 
2004-VIII-7 8:30 cloudy/fair 27 26 
2004-IX-12 8: 30 cloudy 23 19 
2004-X-10 9: 00 cloudy 20 20 

成 績 

1 調査 条件 





2004 年 の 9 回 に お よぶ 観察 日 の 天候 , 観察 時 間 お よび 気温 を Table 1 に 示す . 天候 に つい て は , 5 月 22 
日 の 午後 は 雨 で あっ た こと も あり , 採集 個体 数 は 不 十分 な もの と な っ た が , 他 の 8 日 間 は すべ て ある 
程度 の 個体 数 が 採集 で きた . 


2 観察 地 の 標高 
観 窪 され た モン シロ ., ス ジグ ロ お よび エゾ スジ の 各個 体 の 観察 時 の 標高 を 観察 日 別に Fig.4 に 示し た . 
3 モン シロ チョ ウ 


4 月 10 日 と 3 月 1 日 BEA quee $ 月 22 日 以降 は すべ て 夏 型 が 採集 され た . 夏 型 と 春 
型 の 混 飛 は いずれ の 標高 で も 認め な か っ た . 予想 外 の 出来 事 と し て ,$ 月 22 日 に 1 そ ,6 月 5 日 に 1 の お よ 
び 7 月 3 日 に 1 CER 1,400 m の 頂上 付近 で 採集 され た . な お , 1 年 を 通じ て 930-1,230 m の 標 
POT は 本 種 は 1 頭 も 採集 され な か っ た . ま た, 個体 数 が 最大 に な る 6 月 3$ 日 の 第 2 化 の 個体 群 は 

高 400-500 m の 10 個体 と 標高 700-950 m の 12 個体 の 連続 性 の 無い 別個 の 2 群 と し て 採集 され た . 同 
様 に <,9 月 と 10 月 の 個体 群 $ 400 m 群 と 600-700 m 群 の 2 群 に 分 か れる 傾向 を 示し た .8 月 は 400m で 1 
頭 , 830 m で 2 頭 の み が 採 集 さ れ た . 本 種 は 1 年 を 通し て 96 頭 が 採集 され た . 


4 スジ グロ シロ チョ ウ 


4 月 10 日 , $ 月 1 日 お よび 5 月 22 日 に は 春 型 が , 6 月 $ 日 以降 は すべ て 夏 型 が 採集 され た . 全体 と し て , 
春 型 は 低地 に , 夏 型 は 6-8 月 は 高地 に , 9 月 は 850-1.250 m と や や 高 標高 地 で 採集 きれ , 10 月 は わずか 
2 頭 が 低地 で の み 採 集 さ れ た . 4 月 10 日 の 個体 群 は 400 m 付 近 の 11 個体 と 標高 850 m 付 近 の Mise 
の 2 群 に 分 か れ て いた .6 月 3 日 と 6 月 19 日 の 個体 群 も , それ ぞ れ 標高 1.300 m の 頂上 付近 の 集団 と 標 
850 m 付 近 の 集団 の 2 群 に 分 か れ て いた .8 月 7 日 は 標高 1.3S0 m 付 近 の 頂上 付近 で 6 個体 を 誰 2:520. 
で , それ 以下 の 標高 で は 1 頭 も 観察 (0 9 月 12 日 に は 山頂 で は 見 られ な く な り ,880-1,250 
m TOARN. 10 月 10 日 に は 標高 400 m 付 近 で の 2 頭 の み が 採 集 さ れ た . 本 種 は 1 年 間 で 133 
頭 が 採集 され た . 


4 月 10 日 の 春 型 個体 の うち, 標高 400m 和 群 ( 以 下 「 低 地 群 | と 呼ぶ ) の 7 ? お よび 850m 和 群 ( 以 下 「 高 地 
群 | と 呼ぶ ) の 4? に つき , それ ら 2 群 の 次 表 と 次 裏 の 形態 を 比較 し た . その 結果 830 m 群 (高地 群 ) で は 
後 閉 6 室 に 黒 紋 が 4 頭 中 3 頭 に 出現 し て いた が , 400 m E (低地 群 ) で は 7 プ す べ て で 出現 し て いな か 
っ た (Fig.$). ま た 裏面 で は 高地 群 で 黄色 調 が 強い 個体 が 多い 傾向 が 認め られ た . 

5 エゾ スジ グロ シロ チョ ウ 


年 間 を 通じ て すべ て の 個体 が 標高 850 m か ら 山 頂 (1.440 m) まで の 地域 で 採集 され . 標高 850m 以下 の 
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Fig. 4. Seasonal changes in altitudes of the habitat in three Pieris butterflies, P. rapae, P. melete 
and P. napi. 


地 で は 1 年 を 通じ て 1 頭 も 採集 さき れ な か っ た .5 月 1 日 の 3 頭 は 春 型 で ,6 月 3 日 以降 は すべ て 夏 型 で あ 
っ た . な お ,4 月 10H, 5 月 22 日 お よび 10 月 10 日 に は 採集 きれ な か っ た . また 8 月 7 日 に は 山頂 で の み 採 
集 さ れ た . 本 種 は 1 年間 で 29 頭 が 採集 きれ た . 


6 モン シン ロ チョ ウ 属 3 種 の 種 間 関 係 に つい て 


出現 時 期 に 関し て は , モン シロ が 5 月 22 日 に 夏 型 が 出現 し た の に 対し , ス ジグ ロ と エゾ スジ の 夏 型 は 約 
2 週間 遅れ て 6 月 5 日 か ら 出 現し た . エゾ スジ の 春 型 は 4 月 10 日 に は 観察 され ず , 5 月 1 日 に 1,350m の 
TH EXT CO O^ ERES S NA. 
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4 月 10 日 に は 標高 400 m 付 近 で は モン シロ と スジ グロ が 共存 ( 混 飛 ) し て いた が , モン シロ は 標高 850 m 
LU ト ほ と ん と 観察 ミ さ れ な か っ た の に 対し , ス ジグ ロ は 標高 400 m の 低地 集団 と は 別に 830 m 
付近 に も 高地 集団 を 形成 し て いた . モン シロ が 4 月 か ら 7 朋 3 日 まで ずっ と 硬 400-500 m の 低地 集 


団 を 形成 し 続け た の に 対し , スジ グロ は 5 月 1 日 に は 標高 400 m の 低地 集団 が 姿 を 消し た . 6 月 5 日 以降 
は 7 月 3 日 まで 400-600 m の 集団 も 見 られ な く な ' この 時 期 の 低地 壮 で は 両 種 の 混 棲 は 認め られ ず , 
モン シロ が 単独 で 活動 し て いた . 


6 月 $ 日 の 頂上 付近 (1.100-1.400 m) で は , スジ グロ と エゾ スジ の 混 棲 が 認め られ た . この 時 期 . スジ グロ 
は 頂上 付近 と は 異な る 標高 850-1.000 m に 別個 の 個体 群 を 形成 し た が . こ ちら は モン シロ の 高地 和 群 
(700-950 m) の 一 部 と の 混 棲 が 見 られ た .6 月 18 日 に な る と モン シロ が すべ て の 標高 で ほぼ 姿 を 消 し, そ 
の 間 ス ジグ ロ の 8S0 m 群 は その 活動 域 を 標高 650 m まで 下げ て いた .7 月 3 日 に みる と モン シロ の 第 3 
化 が 出現 し て いて , スジ グロ の 830 m BE (高地 群 ) は 標高 900m まで 再び 戻っ て いる よう に 見 える . ま た 
6 月 18 日 と 7 月 3 日 に は , それ まで 標高 1.000 m 以上 の 地 で 活動 し て いた エゾ スジ が , 標高 900 m の 地点 
で も 見 られ る よう に な っ て いた .8 月 7 日 に は モン シロ が 標高 850 m ( 切 差 集落 ) で 新鮮 な 1 の 1 を. 
また 標高 400 m で 1 を 認め た が , スジ グロ と エゾ スジ は 何れ も 1,400 m の 頂上 付近 で の み 観 察 き され 
だ .9 月 12 日 に は モン シロ は 標高 650 m 以下 の 地 で の み 見 られ た の に 対し , スジ グロ deb 
m か ら 山 頂 の 間 で 活動 し て いた .10 月 10 日 に は モン シロ は 9 月 6 日 と ほとん ど 活 動 標高 を 変え た な か っ 
た が , スジ グロ は 400 m 付 近 で 2 頭 を 認め た だ け で あっ た . ま た 10 月 10 日 に は エゾ スジ | ょ すべ て の 標 
高 で 観察 され な か っ た . 





























考察 


モン シロ チョ ウ 属 3 種 の 生態 や 種 間 関係 に つい て は , すでに Ohsaki (1979, 1980, 1982) に よる 詳細 な 
報告 が ある が , そこ で は 本 報 文 の 主題 で ある 「 生 息 標高 差 に 伴う 生態 の 違い ] や 「 平 地 か ら 山 へ の 
移動 と 帰還 | の 有無 に つい て は 検討 され て お ら ず , 本 報告 で は この 点 に 注目 し て 検討 し た . 


1 モン シロ チョ ウ に つい て 


今回 の 採集 地 は 薦 の 標高 380 m 2^ Ò 850 m の 比較 的 高 標高 の 地 に ある 切 差 集落 まで 人 家 と 畑 が 道路 
cid し て 存在 する こと が 特徴 と な っ て いる . モン シロ は 明る い 環 境 を 好む . し た が っ て 基本 的 

こ は 平 地 の 蝶 で ある が , 栽培 アブ プラ ナ 科 を 食餌 植 物 と し て いる の で , キャ ベツ , ダイ コン , アブ ラナ な ど 
mH られ た 畑 が あり さえ すれ ば , か な り の 高 標高 地 で も 住み 場所 と な りえ る こと が 分 か っ て いる 
(福田 ほか , 1982). 


E に , その [825558 850m の 切 差 集落 まで の 個体 群 ] に つい て 述べ る . まず 春 型 は ER 
こ は 本 種 の 多く が 標 高 380m 付 近 の [低地 | (Fig.2) で 観察 され , 5 月 1 日 に は 観察 地 が 高 茎 草本 に 
NM 5€ (標高 380 m) で は 見 られ な く な り , 標高 600 m あ た り で 見 られ る こ Do 
っ うた, これ は 。 アプ ラナ 科 栽 培 植 物 ま た | 3 蜜源 と し て モン シロ に と っ て 条件 の 良い 状態 の も ゃ の が 季節 の 
変化 に 伴い , 気温 の 上 昇 と と も に より 高 標高 の 地 に 存在 する た め と 考え られ た . 事実 , 標高 380 m 付 近 
の 採集 地 ( 休 耕 地 : Fig. 2) は 4 月 10 日 に は オオ イヌ ノ フ グリ , ヒメ オド リコ ソウ , セイ ヨウ タン ポポ な ど 
で 一 面 に お お われ て いる が ,$ 月 1 日 に な る と , それ ら は 背丈 の 高い 他 の 植物 に 取っ て 代わ られ て し ま 
い モン シロ は それ ら の 審 源 に は 到達 で き に くい 状態 に な っ て いた . did 分 , より 高 標 高 の 地 
で は 同一 の 新鮮 な 密 源 植物 が 見 られ る よう に な っ て いた (4 月 10 日 に お ける 標高 850 m か ら 頂 上 に か 
け て は 気温 18'C 以 下 と 寒い だ け で な く , そこ で は 食 館 植物 も 花 (蜜源 ) も 認め られ ず , し た が っ て モ 

ン シ ロ の 活動 も 見 る こと は で き な か っ た ). 


6 月 5 日 の 成績 で , 標高 400-500 m の 「 低 地 群 ] と 標高 830 m の 切 差 集落 付近 の 「 高 地 群 ] の 2 群 が 
不 連 続 な クラ スタ ー を 形成 し て 存在 し た . この 850 m 群 に つい て は , 後述 する 栽培 アブ ラナ 科 植 物 に 依 
存 し な い 真 性 高地 定住 型 の 他 に , モン シロ に 栽培 アブ ラナ 科 植 物 に 依存 する が 高地 を 住み 場所 と す 
o UE (高地 定住 型 ) が 存在 する の で あろ うか ? そう で は な く , も し この 850 m 群 が 低地 か ら の 移動 個 
体 だ と する な ら , この 2 群 の 不 連 続 性 に つい て は , モン シロ に 「 低 地 定 住 型 」 と 高地 へ の 「 移 動 分 散 
型 ]| の 2 つの 遺伝 的 な 行動 多 型 の 存在 を 仮定 する 必要 が ある . し か し 筆者 は も と も と その 標高 に 定住 
し て いる 1 nne m に 行動 し て いる の で あっ て , 移動 に よる も の で は な い 

































































と 考え て いる . な ぜ な ら , 第 一 に , 6 月 5 HOME で は , 2 群 間 に 環 境 の 連続 性 は ある 程度 ある の ds 
体 数 に は 連続 性 が 無い こ decns , Ei 500 m 2^ 700 m へ の 同時 期 で の 標高 差 200 m の 移動 は 
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Fig. 5. Four male individuals of Pieris melete captured on 10 April at 850 m alt. (upper) and seven 
individuals at 380 m alt. (low). For details see text. 





温 と し て 約 1.5C の 低下 が あり , 生態 的 に も 緯度 差 と し て 200 km 北 へ 移動 する こと と 同等 の こと を 意 
味 し て お り , モン シロ の 水平 移動 距離 が 雌 で も せい ぜ い 1.$ km 以内 で ある (Ohsaki, 1979; 鈴木 , 2000) Z 
と か らし て も 困難 で ある と 考え られ る か ら で あ る . 


盛夏 時 に お ける モン シロ は 夏 ( 休 ) 眠 に 入る た め , 九州 や 四国 で は 夏季 没 姿 現 象 を 示す が , 京都 府 や 東京 
都 (西海 , 1997) の 平地 で 少数 の 個体 が 観察 され , さら に 北海 道 で は 盛夏 で も 活動 する こと が 分 か っ て い 
る (江島 , 1987). 今回 の 山梨 県 の 例 で は ,8 月 7 日 に 標高 400 m の 地 ( 朝 で 気温 27?C) で 1 の が , また 標高 
850 m の 地 (午後 で 気温 28*C) で 新鮮 な 1 の 1\ が 採集 され た だ け で ある . 盛夏 で も (スジ グロ と 異な 
り ) 頂上 付近 で は モン シロ を 観察 で き な か っ た こと は , 標高 830m 付近 の 多く の モン シロ 個体 群 (高地 
群 ) が より 高 標高 地 へ の 移動 を し な いこ と , ま た 標高 の 高低 と は 無関係 に ,8 月 に は モン シロ は スジ グ 
ロ と 異な り , ほ と ん どの 個体 が 同 地 で 夏 眠 に 入る こと を 示唆 し て いる . 


9 月 12 日 以 隆 は. モン シロ は 850 m の 地点 で は 採集 さき れず, 750 m 以下 の 地 で の み 採 集 き され た . これ は , 
850 m 群 が 気温 の 低下 と と も に 生息 地 を 少し 下げ た 可能 性 が ある が , あい か わら ず 低 地 和 群 と 高地 群 と 
は 連続 性 を 持た な いで 2 群 を 形成 し て いる . 
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1 年 を 通し て みる と , 標高 380 m か ら 600m く らい の 間 で 過ごす 低地 和 群 と , 標高 820 m の 切 差 集落 の 栽 

培 植 物 に 依存 し て 棲息 する 高地 群 が 存在 する と も 解釈 で きる . 850 m 群 で 春 型 が 少な い の は , 気温 が 

相対 的 に 低く , 2005 年 3 月 中 旬 に 訪れ て みる と 830 m 付 近 の 山肌 に は まだ 雪が 残っ て お り , 毎年 1-2 

月 に は か な り の 幅 が 死ぬ の で は な いか と 思わ れ , より 小数 の 耐寒 性 の 強い 個体 群 だ けが 自然 選択 され 

て きた と 想像 され る . いい か えれ ば ,( 証 明 は され て いな い が ) 遺伝 的 に 低地 群 と は 異な る 光 周 反応 が す 
に 進化 し て お り , より 少な い 化 性 に よる 生活 史 が すでに 確立 され て いる こと も 想像 され る . 


さて , 標高 1270m か ら 1.400 m の 間 の 頂上 付近 で 採集 され た 3 月 22 日 ,6 月 $ 日 お よび 7 月 3 日 の 合計 
3 頭 (1 プ 2f) の モン シロ は , 別個 に 考え たい. これら に つい て は , 1) (標高 850 m あたり の 個体 群 が ) 台 
風 や 上 昇 気流 な ど に より 吹き 上 げ ら れ た , 2) モン シロ の 山頂 占有 性 (ヒル ・ ト ッ ピ ング ) に よる , 3 
(標高 850 m あ た り の 個体 群 が ) 自力 で 移動 し た , そし て 4) も と も と 頂上 付近 に 棲息 する DE] 高地 
型 の モン シロ に 遭遇 し た , な ど が 考え られ る (西海 , 2003 の . D は 今回 の 3 回 と も 「 一 緒 に 吹き 上 げ ら れ 
た と 思わ れる 他 の 貞 」 が 見 られ な か っ た こと か ら 否 定 的 で ある . 2) は Shields (1968) の 報告 に も ある と 
お り , 頂上 を 占有 する の は 通常 雄 で ある こと と 合致 し な い . 3) の 移動 に つい て は , Ohsaki の 報告 が モ 
ン シ ロ の 雌 が 等 標高 の 平面 で 数 百 m と の 報告 が ある が , 前 述 の 如く , ここ で は 垂直 方 向 で の 移動 で ある 
こと が 異な る . 5 月 22 日 の 場合 , 標高 830 m の 地点 の 昼 ご ろ の 気温 は 約 207C で ある の に 対し , その 時 
の 頂上 付近 の 気温 は 17 で で ある . それ は モン シロ が 通常 飛 克 活 動 が 出来 に くい ほど の 低温 で ある GL 
島 , 1987). また 通常 移動 分 散 が 見 られ や すい 条件 と し て 個体 数 の 増加 の 著しい 時 期 で ある こ as 
が 、 この 日 観 祭 し た モン シロ は 標高 600 m 以下 の 地点 で の 僅か 2 頭 で あ っ た こと か ら , この 条件 に 
程遠い ょ . そし て 4) に つい て は , 4 月 10 日 は 無理 と し て も , 5 月 1 日 に も (エゾ スジ の 場合 と 異な り ) 
上 付近 で は 春 型 を 認め な か っ た こと は 「 超 」 高地 型 (頂上 付近 定住 型 ) の 存在 に は 丁 疑 的 に な ら ざ る を 
me p Lo LE E ょ 雌 個 体 の 方 が 多い と いう 一 般 法則 (GEH, 1996) do 
事例 は 一 至 する. 高地 十 住 下 で ある 場合 は 個体 数 が 多く は な いで あろ うか ら (E 20090), TRR 
間 が 短い た め に 遭遇 で き な か っ た こ 5 も 考え られ る . 実際 モン シロ に そう し ace und 
る こと は すでに 知ら れ て いる ( 阿 江 ほ か , 1979). 南ア ルプ ス の 高地 帯 で の モン シロ チョ ウ 属 の 記録 は モ 
die スジ グロ , エゾ スジ の 順に 多い と 言う . 事実 , 1971 年 に は 北岳 の 標高 2.500 m の 地点 で , ヤマ ガ 
に 多数 の モン シロ の 幼虫 が つい て いる の が 観察 きれ て いる . ま た 北岳 の モン シロ は 低地 の も の と 
は 少し 変わ っ て いる と いう (MILIED 1979). また , RAJI (1975) は 1968 年 6 月 2 日 に GEIRIA È 
同じ ) 標高 L400 m の 栃木 県 日 光 戦 場 ヶ 原 (ここ も 標高 830m より 上 で は 畑 が な い 場 所 ) で 春 型 の モン 
シロ を 確認 し て お り , これ も 高地 定住 型 の 例 と 考え られ る . 今回 観察 され た 頂上 付近 の 3 頭 も は た し 
C HE] 高地 定住 型 な の か どう か に つい て は , 幼生 期 の 確認 な ど , も う 少 し 詳細 な 調査 を 要する と 思わ 
れる . 最終 的 に は マー キン グ 法 ( 放 豊 再 捕獲 法 ) に よる 頂上 へ の 移動 の 有無 を 調べ る こと が 望ま れる 
が , 実行 する の は 困難 で あろ う . 


2 スジ グロ シロ チョ ウ に つい て 


スジ グロ は モン シロ と 異な り , 4 月 10 日 の 春 型 (第 1 化 ) 個体 群 に お いて 高地 群 (850 m 群 ) と 低地 群 
の 不 連 続 な 2 群 に きれ い に 分 か れ て いた . 夏 型 の 第 2 化 個体 群 も 標高 1.300 m 付 近 を 中 心 と する 群 と 
850-950 m を 中 心 と する 2 群 に 分 か れ て いる よう に 見 て と れる . し か し , スジ グロ の 山頂 付近 の 個体 群 
の 1 世代 前 の 個体 才 f は 同じ 標高 で は (後述 する エゾ スジ と 異な り ) 春 型 が 存在 し な か っ た こと か ら , ス 
ジグ ロ の 場合 は 春 型 の 850 m 群 (高地 群 ) が 移動 し て 頂上 付近 群 を 形成 し た と 考え られ る .6 月 $ 日 は 第 
2 化 の 出 始め で あっ て 。 まだ 夏 眠 に 入る 時 期 で は な い の に 830 m 以下 の 個体 が 全く 採集 きれ な か っ た こ 
と か ら , また スジ グロ の 春 型 は 主として 標高 850 mAT < 棲息 し て いた こと を 考え 合わ せる と, 6 月 
の すべ て の 個体 は 移動 個体 で ある か , また は その 標高 に 定住 する 高地 群 が 1 か 月 以上 お くれ て 発生 し 
た か の どちら か で ある . と ころ が Yata et al. (1979) に よれ ば は, 北九州 の スジ グロ は , 短 日 (12D12L 以 
PF) で は 20C の 恒温 条件 で は 100% 休 眠 踊 と な る が 11D13L で は 100% 不 休眠 遇 (活性 踊 ) と な る と い 
う . 山梨 県 帯 那 山 の 場合 . スジ グロ は 4 月 10 日 か ら 5 月 22 日 まで は 春 型 の み が 見 られ る が , 6 月 5 日 に は 
PXCAHSEbocGi3J] Pb ST LG OS DS rco 11 CRTDSIGR-T 190] 
Eo は 日 長 が 13 時 間 以 上 と な る . URBS ATYZUuO1009) 2S4 4KERIBS E 7z 5 13-3 C45 2. それ な の 
に 6 月 $ 日 以降 は 9 月 まで (標高 600 m 以下 の 地 で は ) スジ グロ 成虫 の 活動 が 見 られ て いな い . つま りこ 
の 時 期 の こ NE ょ 約 50% が 低地 定住 型 の モン シロ と は 異な り , スジ グロ は ほぼ すべ て の 
個体 が 高 標高 の 地 に 移動 し た と 考え れ ば つじ つま が 合う . この 場合 標高 800 m 以上 で 活動 する 高地 の 
ho は 低地 群 に 比 し 数 度 低 く な る の で , その 春 刑 の 羽化 ( は 1 (-2) か 月 遅れ る と 考え れ 
ば , 5 月 22 日 に 見 られ た 2 頭 の 春 型 個体 は 低地 か ら 移 動 し た も の で は な く , も と も し と 高地 に 棲息 し て 
いた 個体 群 の 春 型 で や る と 考え られ な い だ ろ うか 7 し か し ,6 月 $ 日 に は 早く も スジ グロ の 標高 1.300 m 
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Table 2. Appearance of three Pieris butterflies in Mukawa Village, Yamanashi 
Pref., in 2000 and 2001. 














dus April May June July*  August* September* 

4 15 28 19 2 17 1 15 19 2. - q5- 3 

P. rapae Q 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 

P. melete 0 0 5 1 I 0 0 0 0 1 5 0 

P.napi 7 6 3 0 0 ] 0 0 0 0 7 0 
*Records in 2000. 


付近 を 中 心 と する 多数 の 夏 型 の 発生 が 見 られ た の で ある . スジ グロ の 世代 時 間 が 約 47 日 で あり 
(Ohsaki, 1982), 成虫 の 寿命 が 約 10 日 で も ある こと か ら , スジ グロ の 効 期 は 1 か 月 以上 に お よぶ . つま り 
6 月 5 日 の 多数 の 夏 型 は 5 月 22 日 の 母 此 の 子供 で は あり えな いこ と に な る . 一 方 ,6 月 5 日 より 1 か 月 
MI uu T 
が っ て 6 月 $ 日 の 多数 の 頂上 付近 の 個体 群 は 4 月 10 日 に 標高 830 m 付 近 に クラ スタ ー と し て 見 られ 
た 「 春 型 の 高地 群 ] の 子 世代 の 約 半数 が . さら 【 tul c 
(1980) の 報告 に よれ ば , スジ グロ 雌 個体 の (標高 500 m の 個体 群 の ) 羽化 後 の 同 一 標高 で の 移動 距離 
は 最大 で も 500 m 程度 で . モン シロ 雌 の 1,000-1,500 m | < 比 し て 短い . し か し , スジ グロ Il A M 
これ まで に 調べ られ て きた 低地 型 と は 異な る 遺伝 形質 が 存在 する と すれ ば , それ ら で は 低地 型 と 

な り 高 地 へ の 活発 な 移動 が 見 られ る か も し れ な い . 事実 すでに 富岡 (1974) は 同一 地域 に お Rd 
産 の スジ グロ が , 低地 産 の スジ グロ より る も 了 臣 界 日 長 が 長い と いう 本 種 に 高地 型 と いう 遺伝 型 が 存在 
する こと を 示唆 する 成績 を 報告 し て いる 


そこ で , 筆者 は スジ グロ の (4 月 10 日 の ) 第 1 化 の 低地 群 の 7 と 高地 群 の 4 プ に つき , その 形態 を 比較 し 
た と ころ , 高地 群 で 後 超 6 室 の 黒 班 が 出現 する 個体 が 多い こと と , 裏面 で 黄色 調 が 強い 傾向 が ある と 
いう 特徴 を 見 出し た . この 事実 は スジ グロ の 春 型 の 高地 群 は 低地 群 が 移動 し て 来 た も の で は な く , も と 
も と スジ グロ の 高地 型 と 低地 型 が 存在 する と いう 仮説 を 支持 する 所 見 で ある . つま り 富 岡 (1974) の 
スジ グロ の 高地 型 に お ける 別個 の 光 周 反応 性 の 存在 の 報告 と も 符合 する . し か し この 点 は 今後 さら 
に 標本 数 を 増し て 再 検討 きれ る べき で あろ う . 


3 エゾ スジ グロ シ ロ チ ョ ウ に つい て 


今回 の 調査 で は , エゾ スジ は 1 年 を 通じ て 春 型 を 含め て すべ て 高 標 高地 (主として 1300 mm 以上 の 頂 
上 付近 ) に 棲息 し , スジ グロ が より 高 標高 の 地 に 移動 する の と は 対照 的 に 6-7 月 と 9 月 に 標高 900 m 
付近 と いう 低 標高 の 地 ま で 下降 する こと に に より 実質 的 な 棲息 域 を 拡大 し て いた . その 理由 と し て は 
も と も と エゾ スジ が 長い 時 間 を 要する 進化 の 過程 で , より 高 標高 の 低温 の 地 で , ハタ ザ オ 属 を 食す 方 向 
を 選択 し た こと が 基盤 と な っ て いる こと に よる が , その 時 期 に 食 草 の ヤマ ハタ ザ オ や ダイ コン (Ohsaki, 
1979) が 多く あり , 個体 数 を 増す こと が 可能 で ある こと , また その 時 期 に は モン シロ の 第 2 化 と 第 3 化 
の 間 で , モン シロ が いな く な る 時 期 (6 月 18 日 ) が あり ,9 月 に は スジ グロ は 頂上 付近 に は すでに お ら ず , 
NMM NM ucc qs 
の 「 す き 間 ] が 生じ , そこ に 楽に 進入 で きる と いう 背景 が ある こと , な ど が 挙げ られ る . 本 来 エ ゾ ス 

ジ は 平地 で も 生活 で きる し ( 阿 江 ほ か , 1979; 西海 , 2002), た と えば 今回 エゾ スジ が 観察 で き な か っ た 標 
E cnodcu t UN E VIN EC DELURE 600 m の ) 山梨 県 武川 村 
(現在 の 北杜 市 武川 町 ) 中 山 峠 で は スジ グロ より も 多数 の エゾ スジ が スジ グロ と は 発生 時 期 を より 早 
期 に ずら し て 棲息 し て いる こと を 筆者 自身 も 2003 年 に 観察 し て いる (西海 , 2003: 西海 , 未 発 を 表 デ ー 
タ : Table 2). つま り , 食 草 (ヤセ マハ タ ザ オ な どの ハタ ザ オ 属 ) が ある と ころ な ら , 他 の 目 然 条 件 が 合え ば 
エゾ スジ は 標高 の 高低 に よら ず 活 動 で きる の だ と 思わ れる . 今回 の 観察 地 が た また ま 航 か ら 高 850 m 
まで 人 家 と キャ ベツ 畑 が ある 場所 で あっ た た め , そこ まで の 標 齋 高 で は エゾ スジ を 見 な か っ た が 、 帯 那 山 
と いえ ども そう し た 舗装 道路 の 周辺 以外 の 地域 な ら , より 低 標 高 の 地 で も エゾ スジ は 棲息 し て いる も 
の と 想像 で きる . 文献 を 調べ て みて も 山梨 県 で も 下部 町 (現在 の 見 延 町 の 一 部 ) の 標高 300 m (早見 , 
1986), お よび 秋山 村 の 標高 350 m (伊藤 , , 1995) で の 本 種 の 観 宗 記 録 が ある . と ころ が , 筆者 が 2005 年 に 
その 舗装 道路 か ら 脇 に 入る いく つか の 道 を 標高 850m まで 調べ て みた と こる ろ る, 当地 で は あら ゆる 場所 
が す で ! - 住 宅地 また は 畑 と し て 「 開 発 ] され. エゾ スジ が 棲 め そう な 純粋 に 自然 状態 が 残さ れ て いる 
場所 が ほとん ど 無 いこ と が 分 か っ た . この こと は , 東京 都 に お いて も , エゾ スジ が 西部 の 標高 300 m 以 
上 の 自然 度 の 高い 場所 以外 で は 分 布 が 広がら な い 事 実 (西海 , 20022) と も 合致 し て いる 
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4 Pieris 属 3 種 間 の 関係 


この 棲み 場所 の すき 間 を 埋め る よう に 棲息 し て いる エゾ スジ , モン シロ お よび スジ グロ の 3 種 間 の 
| せめ ぎ あ い 」| は 種 間 競争 と いう べき な の か , ある い は | 棲み 分 け | と いう べき な の で あろ うか ? 今 
回 取り あげ た モン シロ チョ ウ 属 の 3 種 で は , モン シロ の 栽培 アブ ラナ 科 植 物 , スジ グロ の イヌ ガラ シ 
属 ., そ し て エゾ スジ の ハタ ザ オ 属 と , それ ぞ れ 基 本 食 草 が 異な っ て お り . 競争 種 の | 実現 ニッ チ | は 
交わ ら な いと する Hutchinson (1957) の 競争 排除 則 が 当て は まり そう だ が , 自然 界 で それ ら の 食 草 が 
欠乏 する 時 期 や 棲息 地 に 直面 し た 場合 に は , 互い に 他 種 の 好む 食 草 で 代用 する こと が あり , これ ら 3 
種 で は 食 草 を めぐ る 種 間 競 争 が 生じ る こ と も 考え られ る . 実験 生態 学 的 に は , 2 種 の 混 棲 地 に お ける 
一 方 の 種 を その 地 か ら 人 工 的 に 排除 し た 場合 に . そこ に 排除 きれ な か っ た 一 方 の 種 が 進入 する こと 
が 観察 され れ は ば, それ は 種 間 競争 で あっ た と up QS ie e が , 実際 に それ を 検証 す 
る こと は 容易 で は な い (伊藤 ほか , 1992). 人 工 的 な 除去 に 拠 ら な く と も , 前 述 し た モン シロ が いな く 
な る 時 期 に スジ グロ や エゾ スジ が , モン シロ が いた 場所 に すばやく 侵入 する 事例 は , まさ に | 自然 の 実 
験 |] と ちい える わけ で , この こと か ら は これ ら 3 種 に よる 種 問 競 争 の 存在 が 推定 され る . 






































結 論 


1) スジ グロ の 春 型 個体 に お いて , 標高 380 m の 低地 と 830 m の 高地 の 不 連続 な 二 つ の 個体 群 が 存在 し 
T 

2) スジ グロ 春 型 の 雄 個 体 の 低地 群 と 高地 群 の 形態 を 比較 し た と ころ , fRXPECOO TR MS 6 EDRED 
出現 する こと が 見 出さ れ た . つ まり 1) と 2) を 考え 合わ せる と , スジ グロ に 低地 型 と 高地 型 の 生態 多 
型 が 存在 する こと が 示唆 され た . 

3) モ ン シ ロ は 高地 群 と 低地 群 と それ ぞ れ に 定住 型 が 多い と 思わ れる の に 対し て , スジ グロ で は 高地 へ 
の 移動 型 が 多い と 思わ れ た . 

4) 当地 の エゾ スジ は 1 年 を 通じ て 標高 1.400 m の 頂上 付近 の み に 棲 息 し て いた . し か し この 事実 は エゾ 
スジ 一 般 に 言え を る こと と いう より は , 当地 の 環境 の 特徴 を 反映 し た も の で ある と 考え られ た . 

5) モン シロ , スジ グロ お よび エゾ スジ の 3 種 間 に は 棲み 場所 を めぐ る 種 間 競 争 が 存在 する と 考え られ 
1e: 
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Summary 


The purpose of the present study was to investigate interspecific relations in order to clarify seasonal changes 
in altitudes of the habitat in three Pieris butterflies, P. rapae, P. melete and P. napi, living in the same area 
throughout the year. 


In 2004, from 10 April to 10 October, the three groups of butterflies were captured every two to three weeks 
by the author at Mt Obina (1,440 m alt.), Yamanashi Pref., Japan, where domesticated food plants are found 
up to 850 m alt. The number of butterflies of the three species P. rapae, P. melete and P. napi captured were 
96, 133 and 29, respectively. 


The altitude inhabited by each butterfly was recorded. Two distinct clusters, namely lowland type and mon- 
tane type, were observed in the spring form of melete, probably in rapae as well. Morphological differences 
in wing pattern and color were found between the two clusters of P. melete of 10 April, suggesting the exis- 
tence of ecologically different subsets (lowland type and montane type) living at different altitudes (380 m alt. 
and 850 m alt.). 


In the summer, rapae was observed up to 850 m alt., whereas, melete was never seen in the lowland, but 
could be seen in plenty around the summit (1,100-1,400 m alt.). This result might mean a much larger disper- 
sal distance in altitude in melete compared to rapae. P. napi was found only around the summit (1,100-1,400 
m alt.) throughout the year. However, this species, together with melete, expanded their habitats to lower alti- 
tudes (up to 900 m alt.) when rapae was scarce. Based on this fact, the existence of interspecific competition 
for habitat is suggested. 


(Accepted January 17, 2006) 


Published by the Lepidopterological Society of Japan, 
5-20, Motoyokoyama 2, Hachioji, Tokyo, 192-0063 Japan 





NII-Electronic Library Service 


